
獅
警
獣

課
智
と
識
と
の
限
界
論

繹

研

道

吾

々
は
経
験
を
意
識
す
る
に
際
し
て
、
軍
に
自
己
の
み

の
そ
れ
に
限
定

せ
す
、
之
を
他

の
内

に
、
反
封
に
汝

の
経
験
を
我
の
内

に
見
出
し

て
理
解

せ
む

こ
と
を
要
求
す
る
。
故

に
こ

、
に

一
般

に
痙
験

の
共
通
性
の
認
識
が

認
め
ら
れ
ね
ば
な
ら

澱
こ
と

、
な
る
。

扱
て
概
念
と
は
、
こ
の
認
識
を
指
す
な
ら
ば
、
從

つ
て
そ
れ

の
概
念
的
規
定
は
そ
れ
等

の
本
質
的
認
識

で
あ

る
と
も
言
ひ
得
る
な
ら
ば
、
概
念

に
は
経
験
が
意
味
と
し
て
そ

の
内
容

に
、
而
し
て
そ
の
意
味
に
依

つ
て
自
身

を
規
定
す
る
も
の
、
と
い
ふ
こ
と
が
許
容
さ
れ
ね
ば
な
ら

ぬ
。

そ
こ
に
意
味

に
依

る
経
験

の
理
解
が
あ

る
の
で
あ
り
、
し
か
も
現
實

に
は
言
語

に
依

つ
て
そ
の
意
味
が
表
現

さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
の
言
語
は
、
勿
論
そ
の
抽
象
化
の
作
用

に
依

つ
て
は
概
念
の
普
遍
性
を
表
現
す
る
が
、
そ

れ
と
同
時

に
そ
の
具
膿
化

の
作
用

に
依

つ
て
は
意
味

の
特
殊
性
を
表
現
す
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。

然
ら
ば

二
つ
の
概
念
、
「
智
」
と
「
識
」
と
の
問
に
は
、
如
何
な
る
意
味
、
経
験

の
特
殊
性
が
包
含
さ
れ
、
各

々

に
如
何
な
る
限
界
が
認
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と

、
な

る
で
あ
ら
う
か
。

知肩
と
識
と
の
限
黒
駄
珊

.

(
一
)
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智

と
識

と
の
限

界
論

(
二
)

こ
の
問
題
に
關
し

て
は
、
成
唯
識
論

に
於
て
最
も
明
瞭

に
窺
ひ
得

る
と
思
は
る
～
が
、
成
唯
識
論

自
膿
の
立

場
を
閾
明
す
る
た
め

に
は
、
そ
れ
以
前

の
所
依
と
な
れ
る
経
論
を
逐
次
、
1

但
し
そ
れ
等
成
立
の
嚴
密
な

る

歴
史
的
配
列
よ
り
す
れ
ば
種

々
な

る
議
論
も
起
る
で
あ
ら
う
が
、
ー

考
究
す
る
こ
と
に
依

つ
て
初
め
て
可
能

な

る
が
故

に
、
内
重
な
る
も
の

、
二
三
を
基
げ

て
そ
の
系
統
を
辿

る
。

一

ち

認
識
と
は
、
封
象
の
把
捉
な
る
が
故
に
認
識
た
り
得
る
の
で
あ
り
、
封
象
は
ま
た
、
認
識

の
封
象
な

る
が
故
に
封

象
た
り
得
る
の
で
あ
る
が
、
從

つ
て
認
識
す
る
と

い
ふ
こ
と

に
は
、
知
る
も

の
と
知
ら
る

、
も
の
と

の
終
局
的
な
ご

因
子
が
根
本
的
前
提
と
し

て
含
ま
れ
ね
ば
な
ら

ぬ
。

-

二

此
識
行
相
所
縁

云
何
。
謂
不
可
知
執
受
庭
了
。
了
謂
了
別
。
曽即
是
行
相
。
識
以
昌了
別
一爲
昌行
相
一故
。
成
唯
論
二
、
(
大

正

、

三

一
、

}
0

)

帥
ち
繁
錯
極
り
な
き
萬
象
世
界
を
し
て
、
し
か
も

一
統
制

の
も
と
に
整
然
た
ら
し
む
る
阿
頼
耶
識
は
、
了
別
を
以

つ
て
行
相
と
な
し
有
情
所
依
慮

の
器
世
間
と
執
受
と
を
包
撮
す
る
。
而
し
て
こ
の
了
別

の
用
は
能
縁
の
相
た
る
圭
観

見
分

の
所
囁
と
し

て
先
づ
封
象
を
把
捉
す
る
も
の
、
定
立
さ
る

、
と
同
時
に
、

そ
の
封
象
を
所
縁

に
似

た
る
相
と
し

て
客
観
相
分
と
名
け
ら
る
、
。
(大
正
、
三
一
、
一
〇
)
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.扱

て
こ
の
識
概
念

に
關
し

て
、

一
般

に
唯
識
學
の
基
調
と
な
れ
る
解
深
密
脛
に
依
れ
ば
、
同
経

に
は
玄
婁
繹
の
外

に
異
繹
と
し
て
遣
ハ諦
課
解
節
・経
菩
提
流
支
繹
深
密
解
脱
纏
を
始
み
、
そ
の
他
部
分
鐸

に
も

二
三
を
基
げ
得
る
が
、
玄

婁
繹

に
依
れ
ば
序
品

に
次
で
勝
義
諦
相
品
に
、

一
切
法
者
略
有
二二
種
一、

一
者
有
爲

二
者
無
爲
、
是
中
有
爲
非

看

爲
一非
己無
爲
一、
無
爲
亦
非
蕪

爲
一非
昌有
爲
一。

(大

正
、

一
六
、

山ハ
八
八
」)

善
男
子
、
言
二有
爲
一者
、
亦
堕
昌言
僻
[。
(
中
略
)
謂
諸
聖
者
以
昌聖
智
聖
見
一離
昌名
言
一故
、
現
二等
正
畳
一、
帥
於
昌如
レ是

離
曄き
口
法
性
、
捧局
窟
欲
レAつ
旨他
現
昌等
魯
些
故
、
假
引⊥ヱ
名
想
麺
南
之̀
鉦
慧
局
Q
(大
正
,
一
六
、
六
八
九
)

と
し
言
僻
施
設
を
離
れ
た
等

正
畳

の
法
性
を
宣
揚
し
て
、
勝
義
諦

に
は
有
爲
無
爲

の
二
相
な

く

一
切

の
名
言
を
離
れ

た

る
相
と
、
尋
思

の
所
行
を
超
過

せ
る
相
と
、
諸
法
と

の

一
異
性
を
超
過
せ
る
相
と
、

一
切
に
遍
す

る

一
味
相
と
の

四
相
を
有
す
る
こ
と
を
詳
説
す
る
が
、
こ
れ
は
明
か
に
般
若
思
想

に
基
く
も

の
と
思
は
れ
る
。

般
若
思
想
は
畢
覧

一
切
皆
塞
を
説
く
に
あ
る
。
塞
と
は
物

の
虚
無
な
る
を
意
味
せ
す
、
諸
法
を
固
定
的
な

る
も

の

と
な
す
が
如
き
實
在
論
的
な
實
膿
を
無
な
り
と
破
す
る
も
の
な
る
が
故
に
、
若
し
そ
の
室

の

一
邊

に
滞
封
さ
る

、
な

ら
ば
同
様

に
塞
な
る
も
の

、
實
在
を
固
執
す
る
こ
と

、
な
り
、
更

に
そ
の
室
は
塞
な
り
と
否
定
さ
れ
ね
は
な
ら

ぬ
で

あ
ら
う
。
併
し
塞
帥
非
有
乃
至
非
塞
と
否
定
し

て
も
諸
法
は
奮

の
ま

、
に
あ
る
の
で
あ
り
、
た
め
に
毫
末

の
破
壊
を

も
蒙
る
の
で
は
な
い
。
何
故
か
な
ら
ば
、
そ
れ
は
観
修
思
念

の
修
習
方
法

に
外
な
ら

鴎
の
で
あ
り
、
有
と
無

の
二
邊

』智
と
識
と
の
限
界
論

.

(
三
)
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智
と
聯載
と
の
限
田介
論

(四
)

を
離
れ
て
更

に
高
次

の
立
場
か
ら
無
差
別
李
等

に

一
切
諸
法
を
統

一
し
包
含
し
得
る
に
至
る
見
方

の
改
憂
を
意
昧
す

る
も

の
な

る
が
故
で
あ
る
。
中
道
と
言
ひ
、
諸
法
實
相
と
言

ふ
も
同
様

で
あ
り
、
か
く
て
自
利
利
他
の
融
即
も
、
破

邪
師
顯

正
の
意
も
成
立
し
得
る
に
至
る
が
、
併
し

一
般
に
般
若
纏
に
あ
り
て
は
理
論
的

に
濁
特
な
組
織
立
て
が
な
さ

れ
た
と
い
ふ
の
で
は
な
く
、
偏

に
塞
観
に
依

る
観
修
の
方
法
を
読
く
に
あ
る
。

從

つ
て
そ
れ
は
生
滅
憂
化
を
直
ち

に
無
と
否
定
す

る
と

い
ふ
よ
り
も
、
む
し
ろ
そ
れ
等
が
そ
の
ま

、
更
に
総
登
禮

的
な
關
聯

の
上
の
生
滅
た
る
こ
と
を
直
観
す

る
に
あ

る
が
故

に
、

一
面
ま

た
そ
れ
は
却

つ
て
個

々

一
々
を
眞

の
相

に

於

て
観
る
こ
と
と
も
云
ひ
得
よ
う
。
と
云
ふ
意
味
に
於
て
、
縁
起
論
と
の
密
接
な
る
關
係
を
否
み
得
な
い
。

帥
ち
畢
寛
人
法

の
二
の
無
我
を
示
す
に
あ

る
の
で
は
あ

る
が
、
中
観
涙

(
ζ
鮎
爵
〉φ
鼠
冨
)
の
直
ち
に
直
観
的
な

る

に
比
し
て
、
喩
伽
行
涙

(
団
○
σq
智
、δ
)
に
属
す
る
も
の
は
、
む
し
ろ
そ
れ
を
組
織
的
な
識
概
念

の
過
程
を
通
し

て
考

　
　
　

へ
様
と
す
る
傾
向
を
も

つ
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味

に
於

て
龍
樹

の
般
若
思
想
中
に
そ
の
所
以
を
認

め
、
爾
後
彌
勒

、

無
着
、
世
親
よ
り
護
法

へ
の
登
展
を
辿

つ
た
も
の
と
思
は
る

、
。

再
び
解
深
密
経

に
か

へ
つ
て
、
勝
義
諦
相
品
に
次
ぐ
心
意
識
相
品
を
見
る
に
、
六
識
身
は
阿
陀
那
識
を
依
止
と
し

て
倶
不
倶

に
轄
慶

す

る

が
、

そ

の
轄
鍵
を
そ
の
ま

、
に
見
る
場
合
心
意
識
秘
密

に
於

て
善
巧

で
あ

る
と
は
言
は
れ

す
、

こ
れ
等

の
各
別

の
見
方
を
無

く
し

た
立
場
に
立

つ
時
に
勝
義

で
あ
り
善
巧

で
あ

る
と
さ
る

～
が
、
之
を

一
切

の

中
心
的
な
る
も
の
な
る
か
の
如
く
に
見

る
を
俗
諦
と
な
し
、

一
般

に
前

の
勝
義
諦
相
品

に
比
し
て
レ
世
俗
諦
を
明
す



も

の
と
思

は

る

、
。

從

つ
て
こ

～
に
阿
頼

耶
識

縁
起

の
成
唯
識

論

に
至

る
般

若
思

想
と

の
分

岐
黙

を
窺

ひ

得

る
意

味

で
重

要
な

る
意
義

を
含

む

こ
と

、
な

る
で
あ
ら

う
。

更

に
こ

の
心
意
識

秘

密

の
義

に

つ
い
て
、

於
昌六
趣

生
死

一、

彼
彼
有

情
堕

昌彼
彼

有
情
衆

中

一、

或
在
昌卵

生

一、

或
在
昌胎

生
桝、
或
在

ご灘
生

一、

或
在
出化

生

一身
分

生

起
、

於
レ中
最

初

一
切
種

子
、

心
識

成
熟

展
轄

和
合

増
長
廣

大

、
依
昌二
執
受

一。

(
中
略

)
有

色

界

中

具
二ご
執

受
一、

無
色

界
中

不
レ具
昌二
種
一。
(
大
正
、
一
六
、
六
九
二
)

と
し
、
即
ち
身
分
生
起

の
始
め
先
づ

一
切
種
子
心
識
は
大
渥
水
流
の
如
く
に
成
熟
し
、
i

多
分

に
登
生
學
的
な
意

味
で
ー

そ
の
展
轄
和
合
す
る
こ
と

に
依

つ
て
増
長
廣
大
す
る
が
、
そ
れ
は
有
色
諸
根
と
所
依
の
執
受
並
び
に
相
名

分
別
の
言
説
戯
論
習
氣
と
の
二
執
受
(
二
種
取
)
に
依
る
と
な
し
、
從

つ
て
有
色
界
中
に
の
み
限
定
し
て
こ
れ
を
阿
陀

耶
識
と
名
け
、
乃
至
阿
頼
耶
識
、
心
識
と
も
稻
す
る
の
で
あ

る
が
、

こ
れ
等
各

々
三
種
の
別
名

に
績
い
て
「
何
以
故
」

以
下
の
読
明
と
振
大
乗
論

に
於
け
る
そ
れ
に
相
當
す

る
も
の
と
を
比
較
す

る
に
、
そ
れ
よ
り
先
、
撮
大
乗
論

に
至
り

て
は
無
着
自
身

の
學
説
を
示
し
た
と
思
は
る
～
著
述

の
内

の
、
代
表
的
な

る
も

の
な

る
が
故
に
最
も
簡
潔

に
唯
識
騰

系
全
般
が
組
織
立
て
ら
れ
、
大
乗
が
飴
敏

に
過
ぎ

た
る
所
以
(大
正
、
三
一、
一
翫
五
)
の
も
の
を
十
種
(
一
、
鷹
知
依
止
勝

相
帥
ち
阿
黎
耶
識
、

二
、
鷹
知
勝
相
部
ち
依
他
、
分
別
、
眞
實

の
三
自
性
、
三
、
鷹
知
入
勝
相
即
ち
唯
識
敏
、
四
入

因
果
勝
相
帥
ち
六
波
羅
密
、
五
、
入
因
果
修
差
別
勝
相
即
ち
菩
薩
の
十
地
、
六
、
修
差
別
に
於
け
る
依
戒
學
勝
相
・即

智

と
識
と

の
限
界
論

(
五
)
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智
と
識
と
の
限
界
論

(六
)

ち
菩
薩

の
受
持

す
る
禁
戒
、
七
、
此
中

の
依
心
學
勝
相
帥
ち
首
榜
伽
摩
虚
塞
器
等

の
定
、
八
、
此
中

の
依
慧
學
勝
相

即
ち
無
分
別
智
、
九
、
學
果
寂
滅
勝
相
.即
ち
無
住
庭
浬
般
木
、
十
、
智
差
別
勝
相

(
'即
ち
自
性
身
、
鷹
身
、
化
身

の
三

種
佛
身
)
に
分
ち
、
第

一
の
鷹
知
依
止
勝
相
を
四
分
し
て
、

一
、
衆
名
品

に
於

て
は
阿
黎
耶
識

の
膿
と
名
と
異
名
と

を
墨
げ

て
読
明
し
、
二
、
相
品
に
於
て
は
阿
黎
耶
識

の
自
、
因
、
果
の
相
乃
至
蕪
習

の
意
を
始
め
、
三
、
引
謹
品
に

て
は
阿
黎
耶
識

の
名
相
を
離
れ
て
は
澤
不
漂
品
の
成
就

せ
ざ
る
所
以
を
読
き
、
四
、
差
別
品
に
至

つ
て
は
阿
黎
耶
識

に
於
け
る
三
種
、
(
言
説

・
我
見

・
有
分
)
或
は
四
種
(
引
生

・
果
報

・
縁
相

・
相
貌
)
の
差
別
を
論
じ

て
爾
後
十
、
智

差
別
勝
相
に
及
ん
で
ゐ
る
が
、
さ
て
最
初

の
衆
名
品
中
引
讃

せ
し
大
乗
阿
毘
達
磨
経
な
ど
を
所
依
と
し
て
、
他
方
喩

伽
論

の
所
説
を
組
織
的
に
纒
め
た
る
も

の
に
し
て
、
第

二
、
慮
知
勝
相
中

に
、

唯
有
識
量
外

塵
[無
所

有
一故
唯
有
レ
ニ
、
謂
相
及
見
、
識
所
レ擾
故
、
由
昌種
種
生
相
一所
撮
故
。
(大
正
、
三
一
、
一
一
九
)

と
し
、

こ
れ
を
眞
諦
繹
擾
大
乗
論
繹
に
は
、

諸
識
中
随
昌
一
識

二

分
墾
異
成
昌色
等
相
一。

一
分
鍵
異
成
〆見
、
故
名
一唯

二
一。

有
相
有
見
眼
等
諸
識
、

以
昌色
等
爲

レ相
故
、

眼
等
諸
識
以
昌諸
識
[爲
レ見
故
、

意
識

以
二

切
眼
識

乃
至
法
識
爲

レ相

故
、
立息
識
以
島
息
識
一爲
ジ
見
故
。
(大
正
、
三
一
、
一
八
四
)

と
説
い
て
ゐ
る
が
、
更

に
聲
聞
見
道

に
十

一
種
差

別
を
基
げ
唯
識
無
境
を
論
讃
す
る
黙
、

そ

れ

等

の
教
謹
よ
り
し

て
、

叉
解
深
密
経

に
基
く
も
の
と
思
は
る
、
。
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♂

扱

て
解

深
密

纏
巻

一
第

三
晶

、
廣

慧

と

の
問
答

膿

を
以

つ
て
成

る
阿
黎

耶
識

の
説
明

に
相
當

す

る
も

の
は

、

佛

告
昌廣
慧

菩
薩

、
廣
慧

、

於

天

道

生

死
「、
是

諸
衆

生
随
レ在
昌衆

生
聚

一、
"或
受

卵

生

胎
生

線

生

化
生
(、
此

中
得

身

及
成
就

一、
初
受

生
時

一
切
種
識

先
熟

合

大
長

圓
、
依

二二
種

取
一、

謂
有

依
色

根
、

及
相
名

分

別
言

説
習
氣

、
若
有

色
界

中

有
二
一
〃種
取

一、
融右
鉦
州色

界

無
工
一種

取
一。
(大
正
、
三

一
、
一
五
七
)

績

い
て
、

第

一
に
阿

陀

那
識

と
繕

せ
ら

る

、
所

以

は
、

由
覧此
本
識
能

〃執
馴持
身

}、
置
沿
諦
謬

、
福
州大
乖
納込
醐
繹
伴、
(大
正
、
三
一
、
一
五
七
)

由
昌此
識

於
身

随

逐
執
持

故
。

玄
婁

澤

、
解

深
密
経

、
(大
正
、

一
六
,
六
九
三

以
ヨ彼
阿
陀

那
識

取

庇

身

相
鷹

身

故

。
苦

提
流

支
繹

、
深

密
解

脱
経

。

(大
正
、
一
六
、
六
六
九
)

と
な

し
、

次

に
阿

頼
(
黎

梨

)
耶
識

と
名

け

ら

る

、
所

以

は
、

此
本
識

於
γ身

常
藏

陰

同
昌成
壊

一故
、

置
ハ
・
囁
Q

(大
正
、
三
一
、

一
五
七
)

由
下此
識

於
レ身

撮
受

藏
陰

同
昌安
危

一義
上故
、

玄

・
解

(大
正
、
一
六
、
六
九
二
)

以
噂彼

身

中
住
著

故

、

一
膿
相
鷹

故

Q
菩

・
深

(大
正
、

一
六
、
六
六
九
)

最

後

に
心
(
質

多

)
に

つ
い
て
は

、

既
識

色
聲

香

味
鯛

等

諸
塵
所

二成
長

一故
、
置
ハ
・
撮

(
大
正
、
三
一
、
一
五
七
)

智
と
識
と
の
限
界
論

(七
)
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の

智
と
識
と
の
限
界
論

(八
)

壱

由
昌此
識
色
聲
香
味
鰯
等
積
集
滋
長
噌故
、
玄

・
解
(大
正
、
一
六
、
六
九
二
)

以
ヨ彼

心
爲
昌色
聲
香
味
鯛
法
増
長
一故
、
菩

・
深
(大
正
.
一
六
、
六
六
二
)

と
あ
る
を
封
比
し
て
既

に
明
白
な

る
如
く
、

一
、

一
切
事
物
の
中
心
的
維
持
者
と
し
て
、
し
か
も
身

に
於
て
随
逐
執
持
す
る
黙
を
圭
意
と
す

る
も
の
を
阿
陀
耶

識

と
名
け
、

ご
、
次
で
身

に
於
て
撮
受
藏
隠
し
、
そ
の
内
奥

に
あ
り

て
安
危
を
同
じ
く
す
る
も
の
を
阿
頼
耶
識
と
稽

し
、

三
、
更

に
心
と
は
、
六
境
か
此
識
に
於
て
滋
長

さ
れ
積
集

し
て
ゆ
く
こ
と
を
義
と
す

る
、

も
の
に
し
て
畢
覧
す

る
に
そ
れ
等
は

一
切
種
子
心
識

に
蹄
着
し
、
そ
の
心
識
は
二
執
受

に
よ

つ
て
肉
膿
と
和
合
し

重
…習
に
依

つ
て
種
子
を
蓄

へ
つ
、
衣
第
に
増
長
、す
る
も
の
で
あ

る
と
説
か
れ
て
居

る
が
更

に
…進
ん
で
解
深
密
経

の
根

本
的
趣
意
を
汲
む
も
の
～

一
つ
と
し
て
墨
げ
ら
れ
る
喩
伽
師
地
論
を
窺

ふ
に
、
玄
斐
繹
に
依
れ
ば
、
本
地
分
、
擾
決

繹
分
、
撮
異
門
分
、
撮
事
分
の
五
分

の

一
百
雀
の
中
、
本
地
、
囁
決
揮

の
初

二
分

の
み
十
七
地
に
分

つ
て
菩
薩
地
無

上
正
等
菩
提
を
謹
し
得

る
ま

で
の
鍮
伽
行
の
實
践
順
序
を
詳
述
し

て
ゐ
る
が
、
先
づ
撮
決
澤
分
中
意
地

一
に
於

て
最

初

に
氣
付
か
れ
得
る
こ
と
は
、
解
深
密
経
の
偏
文
、

阿
陀
耶
識
甚
深
細
、

一
切
種
子
如
昌爆
流
一、
我
於
昌凡
愚
「不
昌開
演
一、
恐
昌彼
分
別
執
爲
プ我
。
(大
正
、
三
〇
、
五
七
九
)

を
引
い
て
ゐ
る
に
も
か

～
わ
ら
す

「
阿
頼
耶
識
決
定
是
有
」
を
八
種

に
依

つ
て
論
謹
し

て
ゐ
る
鮎

で
あ

る
。



衣
で
四
種
相
に
依

つ
て
流
轄
を
、

一
種
相

に
依
つ
て
還
滅
を
建
立
し
、
四
種
相

の
中
最
初
は
所
縁
轄
を
立
て
～
更

に
二
種
に
分
ち
、

云
何
建
q立
所
縁
轄
相
一、
謂
若
略
説
出阿
頼
耶
識
一、
由
二於

二
種
所
縁
境
一轄
、

一
由
レ了
q別
内
執
受
【故
、

二
由
レ了
側別

外
無
分

別
器
相
一故
、
了
引別
内
執
受
一者
、
謂
能
了
引
別
遍
計
所
執
自
性
執

習
氣

、

及
諸
色
根

々
所
依
慮
一、
此
於
昌有

色
界
一、
若
在
昌無
色
一、
唯
有
昌習
氣
執
受
一了
別
、
了
q別
外
無
分
別
器
相
一者
、
謂
能
了
引
別
依
止
一、
縁
呂内
執
受
一阿
頼

耶
識
故
、
於
昌
一
切
時
㌃無
レ有
昌間
臨
削(Q
(大
正
三
〇
、
五
八
〇
)

と
し

て
、
内
外

の
了
別
作
用

に
依
る
が
故
に
阿
頼
耶
識

は
生
起
し
間
断
な
く
相
綾

す

る

も

の

で
あ

る
と
な
し
て
ゐ

る
Q從

つ
て
解
深
密
経
と
撮
大
乗
論
と
を
並
び
基
げ
な
が
ら
既

に
述
べ
た
る
如

く
、
畢
覚

一
切
種
子
心
識

に
蹄

着
す
る

と
は
言

へ
、
阿
陀

耶
識
乃
至
阿
頼
耶
識

・
心
識
と
さ
れ
た
る
場
合
に
は
、
嚴
密
な
る
意
味
に
於
て
夫

々
相
異

つ
た

意
味
内
容
を
含
む
も
の
と
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

故
に
種
々
別
名
を
基
げ

て
は
居
る
が
、
阿
陀
耶
を
圭
用
せ
る
解
深
密
経
に
あ
り

て
は
、
そ
れ

の
執
受
と
云
ふ
概
念

に
圭
意
を
汲
み
、
そ
の
登
生
學
蘭
な
解
繹
と
相
侯

つ
て
能
依
に
封
す
る
所
依

と

し

て

の
關
係
を
張
調
す
る
に
封
し

て
、
同
経
の
偶
文
を
引
談

に
用
ひ
な
が
ら
、
し
か
も
阿
頼
耶
識
と
し
て
説
明
す
る
喩
伽
師

地
論

に
至

つ
て
は
、
了
別

作
用
と
し
て
の
行
相
所
縁

の
關
係
を
説
く
認
識
論
的
傾
向
を
帯
び
來

つ
た
も

の
と
言
ひ
得
る
で
あ
ら
う
。

智
と
識
と
の
限
界
論

(九
)
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6

智
と
識
と
の
限
界
論

(
一
〇
)

同
様

に
囁
大
乗
論

に
關
し
て
は
衆
名
品
中
に
、

名
昌阿
黎
耶
識
一、
(
中
略
)
云
何
此
識
或
説
爲
昌阿
陀
耶
識
一、
能
執
瑚持

一
切
有
色
諸
根
一、

一
切
受
生
取
依

止
一故
、
何

以
故
、
有
色
諸
根
此
識
所
哺執

持
一不
レ壊
不
レ失
、
乃
至
唖和

績
後
際
一、

叉
正
受
生
時
由

能

生
取
ワ陰
故
、
故
六
這
身
皆

如
ゴ是
取
一、
是
取
事
用
-識
所
一執
持
一故
、
説
名
一陶

陀
耶
一。
(大
正
、
三
一
、
=

四
)

と
な
す
を
以

つ
て
し

て
、
同
じ
理
由
に
依
り
囁
大
乗
論
自
膿

の
傾
向
は
明
臼
と
な

る
が
、
但
し
同
論
全
般
に
わ
た
り

て
成
唯
識
論

の
そ
れ
と
比
較

さ
る
、
揚
合

に
は
更
に
爾
者
間
の
立
場

の
相
異
が
考
察
さ
れ
ね
ば
な
ら

ぬ
こ
と

、
な

る

で
あ
ら
う
が
。

と
言
ふ
こ
と
は
、

如

來
藏
眞
如

へ
の
還
婦
を
希
ふ
衆
生
と
錐
ど
も
讐

へ
ば

一
波

一
浪
が
本
來
の
水
と
し
て
の
自
性
を
離
れ
ざ
る
如
く

に
、
本
具

の
佛
性
か
ら
は
全
く
濁
立
た
り
得
な

い
の
で
あ

る
。
從

つ
て
こ
れ
が
説
明
に
際
し
て
は
、
勿
論
爾
者
は
交

互
に
豫
想
さ
れ
て
は
居

る
が
、

一
は
流
轄
迷
界

の
衆
生
か
ら
出
登
し
て
還
滅
悟
入
の
目
標
に
向

つ
て
諸
識

別
現
の
分

別
依
他
を
没
す

る
こ
と
を
説
く
も
の
と
、
他
は
そ
の
基
を

一
心
法
界

に
置

い
て
萬
象
事
物

の
相

の
顯
現
次
第
を
説
く

も

の
と

の
二

つ
の
立
揚
が
許
さ
れ
得
る
。

前
者
は
囁
大
乗
論

の
そ
れ
に
相
鷹
し
、
後
者
は
起
信
論
の
立
場

に
相
鷹
す
る
。
そ
の
限
り

で
は
囁
大
乗
論
は
成
唯

識
論

の
立
場
と
揆
を

一
に
す
る
が
、
併
し
撮
論

に
所
謂
、
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云
何
佛
説
此
識
名
阿

黎
耶
一。

一
切
有
生
不
澤
品
法
、
於
レ中
隠
藏
爲
レ果
故
、

此
識
於
諸

法
中
薩

藏
爲
レ因
故
、
復

衣
衆
生
藏
噌}此
識
中
由

レ取
二我
相
一故
、
名
ゴ阿
黎
耶
識

一。
揖
論
上
。
(大
正
.
三
一
、
=

四
)

と
謂

ふ
如
く
、

一
切
諸
法
と
阿
黎
耶
識

と
は
本
來
同
膿
異
名
に
し
て
、
こ
の
我
執
を
除
き
去
れ
ば
、
識
は
直
ち
に
眞

如
に
館

し
得
て
、
從

つ
て
そ
こ
に
叉

一
面
如
來
藏
縁
起
が
説
か
る
、
と
も
考

へ
ら
れ
得

る
に
封
し
て
、
生
蕪

の
關
係

に
依

つ
て
説
か
る

、
成
唯
識
論
の
種
子
説
は
、
よ
り
實
有
的

に
考

へ
ら
れ

て
來
、
從

つ
て
識

の
存
在
が
撮
論

に
於
け

る
よ
り
も
、
よ
り
以
上
に
實
膿
視
さ
れ
て
來
る
傾
向
は
否
み
得
な
い
で
あ
ら
う
か
ら
で
あ

る
。

以
上
護
法
系

に
属
す
る
玄
癸
繹
の
喩
伽
師
地
論

に
依

つ
た
の
で
あ

る
が
、
更

に
眞
諦
繹
決
定
藏
論
と
比
較
す

る
こ

と

に
依

つ
て
、
同
じ
く
喩
伽
行
涙
に
属
す
る
爾
者
が
各
々
如
何
な
る
立
場
を
占
む
る
に
至
る
か
を
考
察
し
よ
う
。

(
一
部
は
前
引
用
丈
と
重
複
す
る
も
比
較
の
便
宜
上
止
む
を
得
ず
)

玄

奨
繹
喩

伽
師

地
論

云
何

建
司立
所
緑

轄
相

一、
謂

若
略

誰

阿

頼

耶
識

一、
由

昌於

二
種
所

縁

境
一轄

、

一
由
レ了
q別
内

執
受

一故
、

二
由
レ

了
自別
外

無
分

別

器
相

一故

、
了
飼別
内
執

受

「者
、

謂
能

了

副別
遍
計

所
執

自

性
妄
執

習
氣

、
及

諸
色
根

根
所

依

慮
一、

此
於
昌有
色

界

一、
若

在
昌無
色

一、
唯
有

二習
氣

執

受

一了

別
。

智
と
識
と
の
限
界
論

眞
諦

繹
決

定
藏

論

境
界

者

、
阿
羅

耶
識

因
三

境

一生
、

一
者
在

レ内
持

レ事

故
、

二
者
在
レ外
持

レ器

、
不
能

"分
副
別
諸

相
貌

一
故

、
此

内
持

者

、
執
q著

邪

我
見

一習
勢

力

、
與
二根
色

一倶
時

而
執

持

者
即

爲
二境
界

一、
此

欲
色
界

有

、
無
色

界
中

唯
有
下執

司

著

邪
我

見
}習
勢

力
亀、
二
・者

在
レ外

持
レ器

不
レ分

像̀

貌

一者
、

(
一

一
)

●
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齢智
と
識
と
の
限
界
論

了
自別
外

無

分

別
器
相

一者
、
謂

能

了
引別
依

止
哺、
縁
昌内
執

受

一阿
頼

耶
識

故

、

於
昌
一
切
時

「無
レ有
二間

断

'、

器

世
間

相
讐

如
下燈

焔
生

時
内
執
昌膏

姓

一外
登
撃光
明
上、
如

レ是

阿
頼

耶
識

縁
昌内

執
受

縁

ご外
器

相

一、
生
起

道

理
鷹
レ知
亦

爾

、

復

次
阿

頼
耶
識

縁
レ境
微

細

、

世
聰

慧
者
亦

難
レ了
故
、
復

阿
頼

耶
識

縁
γ境

、無

蕨
崩時
一無

昌憂
易

一、
從
ゴ初

執
受

刹

那
一

ノ

乃

至
昌命
終

、

一
昧

了
別
而
轄

故

。

(
中

略

)

如
レ是

了
剴
別

二
種
所

縁

一
故
、

於

所

縁
境

一微

細
了

別

故

、
相

似

了
別
故

、

殺
那

了
別

故
、

了
副別
狭

小

一執
引
受

所
縁

一故
、

了
凱別
廣

大

】執
副受
所

縁

一故
、
了

引別
無

量
一執

剃

受
所

縁

一故

、
了
q別
微

細

執

q受

所
縁

一故
、
鷹
レ知

建
引
立

阿
頼

耶
識
所

縁
轄

相

}◎

(大
正
、
=一〇
、
五
八
〇
)

と

し
、

所

縁

境
界

を

二
種

に
分

ち

て
読

明
す

る
の

で
あ

る
が

、

(
一
ご

)

在
レ内

爲
昌阿
羅

耶
識

一所
レ持
即

持
二外

器

、
響

燈
持

姓

油

一

在
畠於

内

一而
有

昌外

照

一、
阿
羅

耶
識

事
内

外
亦

爾

、
此

境

界

者
甚

深
妙
細

,
若

以
出世

中
多

聞
智

人

脚、
亦

不
レ能

レ了
昌

此
境

"、

是

恒

而
有
レ異

、

云

何
無

レ異

、

從
昌初

一
念

一來

被

砂持

境

一、

乃

至
昌於

死

一生
昌
一
味

事

一、

(
中
略

)

此
爾
境
故
、
微

妙
故
、

一
味
故
、
念
念
滅
故
、
微

小

境
故
、
廣
大
境
故
、
無
量
境
故
、
微
細
境
故
、
甚
深
微

妙
境
故
、
知
レ有
昌阿
羅
耶
識
事
一。

(
大

正
、

澱
○

、

一
〇

一
九

)

撮
決
揮
分
中
八
種
相
に
依
り
て
阿
頼
耶
識

の
存
在
を
論
謹
し
、
次

で
そ
の
流
轄
を
四
種
相

と
す
る
最
後

に
、

眞
諦
繹
に
依
れ
ば
、
内
に
在

り
て
は
事
を
持

し
邪

の
我
見

に
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執
着
す

る
習

の
勢
力
と
倶
時

に
根
色

に
執
す

る
が
た
め
で
あ
り
、
換
言
す
れ
ば
持
.即
ち
境
界
と
な
す
所

の
は
た
ら
き

に
依
る
と
な
し
、
同
様

に
外

に
あ
り
て
は
器
界
を
持

し
て
畢
・覧
諸

々
の
像
貌
を
分
別
し
能
は
ざ
る
に
至
る
と
読
く
の

で
あ

る
が
、
玄
奨
諜
喩
伽
師
地
論

に
於

て
は
、
内

に
遍
計
所
執
自
性

の
妄
執

習
氣

と
諸
色
根
並
び

に
根

の
所
依
庭
と

を
了
別
し
、
外
に
於
て
は
無
分
別
の
器
の
相
を
了
別
し
、
か
く
し

て
内

の
軌
受
を
縁
す

る
阿
頼
耶
識

に
依
止
し
て
、

間
断
な
き
器
世
間
の
相
を
了
別
す
る
に
至
る
と
説
く
の
で
あ

る
。

更

に
阿
頼
耶
識
は

一
切
の
雑
染
を
断
じ
て
決
定
藏
論

に
所
謂
阿
摩
羅
識
を
謹
す

る
こ
と

、
な

る
の
で
あ
る
が
、

玄

奨

繹
喩

伽
師

地
論

復

次
此
雑
染

根

本
阿
頼

耶
識

、

修

昌善

法

一故

方
得

}轄

滅

一、

此
修

巳善

法

若

諸
異

生

、

以
F緯

韓

識

一爲
レ境
作
意

方

便
住
上レ心
、
能

入
昌最
初

聖

諦
現
観

一、

非
下未
レ見
レ諦
者

於

諸

諦
中

'、

未

得
昌法
眼

一、
便
能

通
甲達

一
切
種
子

阿
頼

耶
晶講磐
。
(大
正
、
三
〇
、
五
八
一
)

玄

婁

繹

勘

ち
轄
識

を
縁

じ

て
境
と

な
し

、
作
意

方

便
し

て
心

に
住

す

る
が

故

に
、

聖
諦
観

に
入
る
を

得

る
と
な

す
。

智
と
識
と
の
限
界
論

眞

諦

諜
決
定

藏
論

如
レ是

阿
羅

耶
識

而
是

一
切
煩
拶

根
本

、

修
昌善

法

一故

此

識
則

滅

、
言
レ修
レ善

者

、
諸

凡
夫

人

起

二善

思
惟

一、
而

取
昌

諸
識
…一以
爲

二境
界

一、

…進
レ行

安
レ心

初
観

昌諸
諦

一、

若

謹
昌四

諦

一得

眼

智
明

慧

一、
則

能
破

糾壊

阿
羅

耶
識

一、

未
レ見

西

諦

一則

不
レ能

レ破
。

(大
正
、
三
〇
、

一
〇
二
〇
)

眞

諦

課

に
封

し

て
、
善

思

惟
を

起

し

、
諸
識

を

取

つ
て
以

つ

て
境

果
と

な
し

、

心
を
安

ん

じ

て
諸

諦
を
観

る
と
な

す

(
=
ご
)



績

い
て

智
と
識
と

の
限
界
論

の

で
あ

る
。

(
一
四

)

玄
契
課
喩
伽
師
地
論

量
ハ諦
繹
決
定
藏
論

叉
阿
頼
耶
識
膿
是
無
常
、
有
取
受
性
、
韓
-依
是
常
、

阿
羅
耶
識
是
無
常
、
是
有
漏
法
、
阿
摩
羅
識
是
常

、

無
取
受
性
、
縁
二置
ハ如
境
[聖
遣
方
能
轄
依
故
。

是
無
漏
法
、
得
眞

如
境
一道
故
讃
二阿
摩
羅
識
一。

(
大
正
、
三
〇
、
五
八
一
)

(大
正
、
三
〇
、

一
〇
二
〇
)

と
な

す
を

比
較

す

る

に
、
玄
婁

課

に
於

け

る
有

取

受
性

は
眞

諦
繹

の
有
漏

法

に
、

叉
無

取
受

性

と
し

て
の
轄

依

は
、

眞

諦

の
所

謂
無

漏

法

に
相
當

す

る
で
あ
ら

う
が

、
更

に
眞

如

の
境
を

縁

す

る
聖
道

に
轄

依

す

る
こ
と

は
、
眞

如

を
得

る
道

の
故

に
阿
摩
羅
識

を
謹

す

る

の
と

は
、

必
す

し

も

一
致

し

た
立
場

の
課

出

で

は
な

い
と
思

は

る

～
。

何

と
な

ら

ば

「
得
昌ル
眞

如

.
境
一.
道

,
故

。」

と

は
量
ハ如
と

の
全
き

一
致
を

意

味
す

る
に
封

し

て

「
縁
昌ズ
ル眞

如

・
境

}テ
聖
道

二
方

晶能

ク
'

轄

依
ス
ル」

こ
と

は
、
縁

ぜ

ら

る

べ
き

眞
如

の
境

が

、
ー

た

と

へ

一
鷹

な

り
と

も
1

假
設

さ

れ
ね

ば
な

ら

ぬ
か
ら

で
あ
る
。

故
に
玄
奨
系
所
説
に
依
れ
ば
、
所
縁

の
相
を
建
立
す
る
こ
と
は
内
外

二
種

の
封
境
を
在

る
が
如
く
に
分
別
し
て
之

れ
を
了
別
す
る
に
依
る
の
で
あ
り
、
乃
至
眞
如

へ
の
轄
依
は
雑
染
の
世
界

に
非
ざ

る
遣
ハ如
の
境
を
縁
す

る
が
た
め
に

可
能

で
あ

る
と
す
る
が
、

一
般
に
眞
諦
系

に
依
る
解
程

に
比
し

て
起
信
論

に
於
け
る
如
き
如
來
藏
縁
起

の
傾
向
と
、
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よ
り
明
瞭
な
判
別
が
な
さ
れ
得
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
換
言
す
れ
ば
、
勝
義
諦
に
封
す
る
世
俗
諦

の
立
場
が
よ
り

明
瞭

に
示
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

こ
の
黙

に
基
き
、
玄
契
と
置
ハ諦
遡

つ
て
は
護
法
と
安
慧
と
の
系
統
が
と
も
に
縁
起
説
に
同
じ
く
そ
の
源
泉
を
汲
み

な
が
ら
、
し
か
も
相
互
に
相
異

つ
た
流

れ
を
生
成
し
た
と
言
ひ
得
る
で
あ
ら
う
。

か
く
し

て
各

々
の
立
場
に
立
脚
し

て
、
か

、
る
礎
遷
を
辿
り

つ
、
護
法

一
派
の
學
説
が
完
成
さ
る
、
に
至

つ
た
の

で
あ
る
が
、
衣
で
正
し
く
成
唯
識
論

に
基
い
て
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

三

識
謂
了
別
此
中
識
言
亦
撮
昌心
所
一、
定
相
鷹
故
。
(大
正
、
三
一
、
一
)

識
と
は
第
八
阿
頼
耶
識

に
し

て
阿
頼
耶
は
無
没
識

叉
は
藏
識
と
繹
き

る
、
。
藏
と
は
更
に
能
藏

・
所
藏

・
執
藏

の

三
義
を
含
み
、
内
、
執
藏
と
は
第
七
未
那
識

に
依

つ
て
我
と
執

せ
ら

る
、
こ
と
を
言
ひ
、
無
没
識
と
す
る
に
比
し

て

更
に
積
極
的
な
表
現
で
あ
り
諸
法
現
象

の
軍
な

る
認
識

に
止
ら
す
し

て
所
謂
實
相
を
も
永
劫
に
没
す
る
こ
と
な

く
包

藏
す
る
を
意
味
し
、
從

つ
て
識
作
用
と
同
時

に
そ
れ
が
成
果
と
し
て
自
ら
顯
現
し
た
る
内
的
外
的

一
切
の
諸
現
象
を

も
藏
め
有

つ
。

.

故

に
ご

㌧
に
了
別
と
は
、
第

七
未
那
識

の
性
質

よ
り
す
る
も
既

に
明
か
な

る
如

く
、
所
謂
認
識
す
る
こ
と
換
言
す

れ
ば
圭
と
客
と
の
分
別
を
施
設
す

る
こ
と
は
即
ち
迷
界

へ
の
第

一
歩
と
も
な

る
の
で
あ

る
が
、
そ
れ
は

一
般

に
東
洋

智
と
…識
と
の
限
界
論

・

(
一
五
)
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知
日
と
識
と

の
限
界
論

(
一
六
)

文
化
に
は
ぐ
く
ま
れ
た
る
佛
教
思
想
の
實
践
的
特
質

で
あ
り
そ
の
意
味

に
於
て
了
別
即
ち
認
識
す
る
と
言

ふ
こ
と
に

は
更

に
濁
自
の
意
義
が
認
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と

、
な
る
で
あ
ら
う
。

さ
て
了
別
作
用

の
成
立
に
は
既

に
述

べ
た
る
如
く
見
相

二
分
の
施
設
を
根
本
的
前
提
と
す
る
が
、
更
に
そ
の
二
分

ポ
・相

見
倶
依
昌自
謹
起

故
、
依
呂斯

二
分
一施
引設
我
法
一、
彼

ご
離
レ此
無
昌所
依
「故
Q
(大
正
、
三
一
、
一
)

達
レ無
昌離
レ識
所
縁
境
一者
、
則
説
相
分
是
所
縁
、
見
分
名
ご行
相
一、

相
見
所
依
自
膿
名
レ事
、
帥
自
謹
分
、
此
若
無
者

鷹
レ不
「}自
憶
昌心
心
所
法
一、
如
下不
曾

更
一境
必
不
上レ能
レ憶
故
、
心
與

心̀
所
一同
所

依
根
一、
所
縁
相
似
、
行
相
各
別
、
了

別
領
納
等
作
用
各
異
故
、
事
難

藪

等
}而
相
各
異
、

識
受
等
膿
有

差

別
一故
、

然

心
心
所

一
一
生
時
、

以
レ理
推
徴

各
有
}三

分
一、
所
量
能
量
量
果
別
故
、
相
見
必
有
昌所
依
膿
一故
。
(大
正
、
三
一
、
一
〇
)

と
謂
ひ
、
自
謹
分
を
所
依
と
し
て
成
立
す
る
。
故

に
圭
観
見
分
と
は
、
事
物
を
認
識
し
て
更

に
そ
れ
自
ら
を
謹
す
る

所

の
自
性
作
用

に
依

つ
て
始
め

て
圭
観

と
し
て
の
見
分
た
り
得

る
も
の
で
あ

る
が
、
併
し
こ

、
に
所
依
と
し
て
成
立

す
る
と
云
ふ
こ
と
は
、
圭
観
見
分
の
作
用
が
更

に
そ
れ
以
外

の
何
等
か
の
功
能
的
な
る
も
の
に
依
存
す

る
と

云
ふ
こ

と
で
は
な
く
し

て
、
む
し
ろ
自
謎
活
動
作
用
そ
れ
自
膿
を
意
味
す
る
も
の
と
も
云
は
る
べ
き
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。伺

様
に
客
観
相
分
の
側
よ
り
す
る
も
亦
こ
の
自
謹
作
用
を
離
れ
て
そ
の
存
在
は
許
さ
れ
な
い
。
從

つ
て
自
謹
分

に

1nつ



於
け

る
作
用
の
方
面
を
圭
観
見
分
と
名
け
る
と
き
、

そ
の
登
現
的
相

の

一
面
を
客
観
相
分
と
稻
す

る
の
で
あ
b
、
し

か
も
圭
観
見
分
の
認
識
は
封
象
と
し
て
の
客
観
相
分
に
從
ふ
の
で
は
な
く
、

む

し

ろ

封
象
か
認
識

に
從

ふ
の
で
あ

り
、
客
観
と
は
故

に
與

へ
ら
れ
た
る
も
の
で
は
な

く
、
構
成

さ
れ
た
る
も

の
と
な
る
が
、
畢
尭
三
者
は
禮
と
し
て
の

第
三
自
謹
分
に
蹄
因
す
る
。

識

膿
轄
似

昌二
分

。
導
論

一
、
(歪

b
三

、
一
)

桐

見
漸

依

自
髄
名

レ事
、

卸

自
謹

分

。
導
論
二
、
(
大
正
、
三
一
、

一
〇
)

か

く

て
述

記

三
本

に
、

此

三
所

依
自
膿

名
レ事

、
言
呂所

依
}者
、
是

依
止
義

、
謂
相

離
レ見
無

昌別
條
然

各
別
自

膿

一、
此

二

若

無
嚇二

練

所

依
一者
、

相
離
レ見
鷹
レ有

、

是

ご
法
故

、
如

唱}心
與
"所

、
然

無
殉

膿

一、

但

二
功
能

、

故

慮
ヨ別
有

二

所

依

膿

一、
起
昌二
用

蒔

由

レ有

昌此
膿

一、

故

言
昌相

見

自
禮

名
レ事

、
帥
自

讃
分

一、

(
中

略

)
刀

不

】自

割

一、

如
何

心
能

自
縁

、

別

立
昌自
讃

分

一。

(大

正

四

三
、

三

一
八

)

と
し

て
ゐ

る
が

、
併

し
主

観

と
は
畢

覧

そ
れ
が

圭
観

で
あ

る
限

り

一
切

の
客
観

的

な
ら

ざ

る
も

の

で
あ

り

、
同

時

に

客

観
を

し

て
圭
観

な

ら
ざ

る
も

の
た
ら
し

め

る
も

の

で
な

け

れ
ば
な

ら

諏
と

い

ふ
こ
と

は
、
見

相

二
分
と

し

て
當
然

に
認

め
ら

れ

ね
ば

な
ら

ぬ

と
で
あ

り

、
安
慧

の
所

説

に
封
す

る
護

法

の
そ
れ

も
、
こ

の
邊

の
清

息
を

物
語

る
も

の
と

思

は

る

㌧
が

、
成
唯
識

論

成

立

の
當

時

こ

の
見

相

二
分

に
關

し

て
は
種

々
異

つ
た

見
解
が

な

さ

れ

て

ゐ

た
様

で
あ

智
と
…識
と
の
限
界
論

.

(
一
七
)
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智
と
識
と
の
限
界
論

(
一
八
)

る
。
'
併

し
依
他

起

と
し

て

の
四
分

説
は

護

法

の
創
見

に
か

＼
る
も

の
と
思

は

る

、
。

帥

ち
蓮

記

に
依

れ
ば

安
恵

已
前

諸
古

徳
等

、
皆

説
三

分

是
計

所
執

一、
護

法

巳
後

方
計

≒

四
依
他

分

一也

Q
(大
正
、
四
三
、
二
四
二
)

と
し
、

了
義

燈

一
末

に
も

、

謂

安
恵
菩

薩
就

依

他

中
一唯

立
-二

分

一、
(
中
略

)
護

法
准
レ下
錐
レ立
昌四
分

一、
然

隣

於

古

一繹

依

二三
分

一Q

(
大
正
、
四
三
、

六
七
四
)

と
い
ひ
、
從

つ
て
安
慧
等

に
依
れ
ば
、

憂
謂
識
膿
轄
似
三

分
一、

二
分
膿
無
、
遍
計
所
執
、

除
レ佛
以
外
菩
薩
巳
還

、

諸
識
自
膿
冒即
自
讃
分
、
由
訂不
レ讃
レ實

有
二法
執
一故
、
似
三

分
起

帥
計
所
執
、
似
二依
他
有
一、
二
分
禮
無
、
如
ご自
讃
分
一相
貌
亦
有
、
以
盤
描似
ワ有
、
即

三
性

心
皆
有
昌法
執
一、
八
識
自
艦
皆
似
二二
分
一、
(
中
略
)
故
除
昌如
肇

皆
有
】二
分
一是
計
所
執
。
述
記
=

大
正
、
四
三
、
二
四
一
)

と
し

て
、
二
分
と
は
佛
を
除

く
以
外

の
菩
薩
已
還

の
諸
識

の
自
膿
た
る
自
謹
分
に
法
執
が
あ
り
、
こ
の
自
讃
分

の
相

貌

に
似

て
無
な

る
も
有
な

る
が
如
く
に
似

た
二
分
は
計
所
執

で
あ
り
膿
無
で
あ
る
と
な
す
が
故

に
、
更

に
二
分
は
そ

の
上
に
我
法
と
し
て
の
都
無
の
世
界
を
施
設
す
る
こ
と

、
な

る
の
で
あ

る
。
響

へ
ば
手
巾
を
兎
に
似

せ
て
幻

の
二
耳

を
生
じ
た
る
と
同
様

に
、
畢
竜
手
巾

に
依

つ
て
起
さ
れ
た

二
耳
は
膿
無
で
あ
る
が
如

く
に
二
分
も
亦
禮
無

で
あ

る
と

な
す

の
で
あ

る
。
但
し
鶏
毛
兎
角

の
如
く
全
無
で
あ
る
と

い
ふ
の
で
は
な
く
し

て
、
自
談
分

の
縁
用
に
似

て
現
す

る
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と

い
ふ
意
味
に
於
て
は
、
そ
の
有
の
膣
裁
は
自
謹
分
の
作
用

に
似

て
ゐ
る
と
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。
從

つ
て

同
じ
く
無
と
言

つ
て
も
、
安
慧

の
所
謂

二
分

の
無
と
、

そ
の
上
に
施
設

さ

れ

た
都
無
の
我
法
を
指
す
場
合

の
無
と

は
、
大

い
に
そ
の
意
味
内
容
を
異
に
す

る
。

か
く
の
如
く
四
分
の
内
、
特
に
自
謹
分
の
み
を
重
覗
し

て
、
萬

法
唯
識
読
を
成
立
せ
し
め
ん
と
す
る
こ
と

、
、
川

性
三
無
性
を
唯
識
三
十
頚
-

從

つ
て
成
唯
識
論
1

な
ど
に
比
し

て
駅
よ
り
以
上
に
重
要
覗
す

る
如
く
に
見
ゆ

る

傾
向
な
ど
は
、
殊

に
安
慧
が
深
密

・
喩
伽
よ
h
も

華
嚴
系
の
三
界
唯

心
説
に
共
鳴
し
て
、
鍮
…伽
行
派
と
し
て
の
阿
頼

耶
識
縁
起
を
強
調
し
所
執
俗
諦

の
立
場
を
明
瞭
な
ら
し
め
た
護
法

一
涙
に
鋼
し
て
、
む
し
ろ
如
來
藏
縁
起

.
法
界
縁

起

へ
の
思
想

へ
接
近
し
た
こ
と
に
、
見
相

二
分

の
解
繹

の
上
に
も
か
く
の
如
き
爾
者
の
蓬
庭
を
由
來
し
た
も
の
と
思

は
れ
る
Q

,

更
に
難
陀

・
親
勝
等
は
依
他
と
し

て
の
見
相

二
分
を
立
て
る
が
そ
れ
は
極
め

て
経
験
論

的
な
立
揚

で
あ
り
、
從

つ

て
第

三
、
第
四
を
認
め
す
振
大
乗
論

に
依

つ
て
唯

ご
を
説
く
も

の
で
あ

る
。

併
し
な
が
ら
見
相

二
分
は
、
既

に
直
接
的

に
、
謂
は

ゴ
経
験
的

に
明
か
に
承
認
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
と
な

つ
た

が
、
軍
に
そ
れ
の
み
を
以

つ
て
し
て
は
想
起
、
記
憶
、
乃
至
見
相
二
分
の
相
關

々
係
は
解
決
さ
れ
得
す
、
從

つ
て
能

縁
見
分

に
封
す
る
能
縁
自
謹
分
の
認
識
作
用
が
認
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
禰
と
推
論
す
る

一
派

に
陳
那
な
ど
の
所
執

三
分

説
を
基
げ
得

る
の
で
あ

る
。
何
と
な
ら
ば
讐

へ
ば
、
波

の
相
を
認
識
す

る
と

い
ふ
こ
と
は
、
波

の
禮
と
し
て
の
水

の

智
と
識
と
の
限
界
論

(
一
九
)
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智
と
識
と
の
限
界
論

.

(
二
〇
)

相

を
自
謹

す

る

こ
と

に
外

な

ら

ぬ
か

ら

で
あ

り

、

一
般

に
膿

を

離

れ

て
そ

の
相

を

、

そ

の
用

を

考

ふ

る
こ
と

は
出

來

ぬ

か
ら

で
あ

る
。

述

記

に
、

如

下以
昌尺

丈
"量
二於
物

一時
、
物

爲
昌所

量

'、

尺
爲
昌能

量

"、
解
γ藪

之

智
名
爲

叩量
果
↓、

心
等

量
レ境
類

亦
鷹

レ然

、
故

立
昌

三
種

一、

若
鉦
州昌自

諮
幽分

　、
相
・見

二
一分
鉦
韻昌所

依
事

一故

。
(
大
正
、
四
三
、
三
一
九
)

と

し

て
例

謹

す

る
が
但

し

、

帥

成
昌別
膿

一心
外
有
レ境
、
今

言
レ有
昌所

依

一故
離
レ心
無
レ境

、
帥

一
膿

也
Q

(大
正
、
四
三
、
三
一
九
)

と
言

は

ね
ば

な

ら

ぬ
。

か

く
し

て
護

法

に
至

つ
て
四
分

説

が
唱
導

さ
る

》
。

叉
心

心
所
若

細
分

別
鷹
レ有

昌四
分

一、

三
分

如
ノ前

、
復
有

昌第
四

謹
自

謹
分

一。

導
論
二
、
(大
正
、
三

一
、

一
〇
)

即

ち
第

四

に
、
見

分
を

知

る
内

縁

の
作
用

と

し

て

の
自

謹
分

を
更

に
知

る
作
用

と

し

て

の
讃

自
談

分

で
あ

る
。

何

と
な

ら
ば

、

諸

謄
自

縁
皆
謹

昌自
相

一、
果
亦

唯
現

、

見
縁

相̀

分

、
或

量
・非

量
、

故

不
レ鷹
レ言
見

分

爲
"果

、

不
レ可
軍非

量

法
欝

現

量

果
一故

、
故

不
レ可
下見
分

或
縁

昌於
相

一是

比
・非
量

、
返

縁
亀自
讃

一復

是
現

量
上。
違
記
三
、
(
大
正
、
四
三
、
三
一
九
)

に
し

て
、

自
艦

を
謹

す

る
も

の

は
必
す
.現

量

に
限
定

さ
れ
、
見

分

は
時

に
非

量

に
も
囁

す

る
が

故

に
、
第

三
自

謹
分
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を
謹
す
る
こ
と
は
出
來
す
、
從

つ
て
三
量
に
配
當
し
て

隻第

一
に
見
分
が
相
分
を
縁
す

る
と
き
能
量
は
見
分

で
あ
り

所
量

は
相
分
で
あ

る
が
、
量
果
は
自
謹
分
に
相
當
す
る
。
第
二
に
自
謹
分
が
見
分
を
縁
す

る
と
き
能
量
は
自
謹
分
で

あ
り
所
量
は
見
分

で
あ

る
が
量
果
は
謹
自
謹
分
に
當
た
る
こ
と

、
な
り
、
更
に
第
三
に
、
讃
自
謹
分
が
自
謹
分
を
縁

す

る
と
き
能
量
は
謹
自
謹
分

で
あ
り
所
量
は
自
謹
分

で
あ
る
が
、
量
果
は
自
謹
分
で
あ

る
。
か
く
て
第
四
に
自
謹
分

が
謹
自
謹
分
を
縁
す

る
と
き
に
は
、
能
量
は
自
談
分
で
あ
り
所
量
は
讃
自
讃
分

で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
に
は
讃
自
謹

分
は
ま
た
量
果
に
相
當
す
る
こ
と

、
な
り

て
護
法
以
後
方

に
始
め
て
こ
れ
を

立
て
理
極
め

て
然

る
べ
き
も
の

(述
記
三

大
正
四
三
、
三
一
九
)
と
な
し
て
ゐ
る
。

以
上
護

法
の
新
義
に
依
る
四
分
説

に
至
る
ま
で
を
観
來

つ
た
の
で
あ
る
が
更

に
問
題
を
阿
頼
耶
識

に
於
け
る
境
の

概
念

に
せ
ば
め
て
汚
察
し
よ
う
。

故

に
三
界
唯
有
識

の
命
題
は
、
三
界
は
た
ゴ
意
識
内
容
が
意
識

に
似
現
し

て
あ

る
と
も
言
ひ
替

へ
ら
れ
得
る
。

か
く
て
作
用
と
し

て
の
意
識
は
、
所
謂
暴
流

の
如

く
間
断
な
き
流
れ
i

相
績
識
1

に
於
て
把
捉

さ
る

、
が
、

更

に
似
現
さ
れ
た
意
識
内
容
と
は
如
何
に
し

て
可
能
な
り
や
、
換
言
す
れ
ば
、
作
用

一
般

と
言
は
る

、
如
き
も
の
が

如
何
に
し
て
個

々
の
獣
態
と
な
り
得
る
か
の
問
題
を
そ
の
成
立
條
件
た
る
種
子
と
蕪
習

の
所
説
を
通
し

て
考
察
し
よ

う
鴻さ

て
種
子
と
は

智
と
識
と
の
限
界
論

(
二
一
)
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智
と
識
と
の
限
界
論

(
ニ
ニ
)

謂
本
識

中
親

生
昌自
果

[功
能

差
別

。

(大
正
、
三
一
、
八
)

に
し

て
喩
伽
師

地
論

五

二
に
は
。

復

次
種
子

云
何

非
下析

諸

行
一別
有
昌實

物

[名
爲
中種
子
上、
亦
非

二飴

慮

一、
若
望
ご過

去
諸

行
即

此

名
レ果

、
若

望
昌未

來
諸

行
帥

此
名

種

子

}、

若
時

望
レ彼
名
レ果

、
非
下於

爾

時

帥

名
中種

子
上、

是
故
當

ノ知
種

子
與
レ果

不

二相
雑

観
一。

(
大
正
、
三

〇
、
五
八
八
)

と
謂
ひ
、
更

に
導
論

に
依
れ
ば
種
子
の
具
有
す

べ
き
六
義
(
大
正
、
三
一
、
九
)を
墨
げ

て
、

一
、
刹
那
滅

上
述

の
如
く
不
断
に
生
滅
憂
化
す
る
現
象
世
界
は
、

そ

の

功

能

の
絶
え
間
な
き
流
れ

の
相

に
外
な
ら

ぬ
と
す
れ

ば
、
叉

一
面
よ
り
言
は

ゴ
登
現
的
な
活
動
態
な
る
も
の
に
依

つ
て
、
始
め

て
そ
の
顯
現
は
可
能
と
な

る
で
あ
ら
う
。

二
、
果
倶
有

因
果
同
時
読
の
根
擦

と
な

る
も
の
で
あ

る
。

能
蕪
識
等
從
レ種
生
時
、
即
能
爲
レ因
復
蕪
自成
種
一、
三
法
展
轄
因
果
同
時
、
如
昌姓
生
レ焔
焔
生
焦
τ煙
、
亦
如
二盧
束
更

互
相
依
"、
因
果
倶
時
理
不
傾

動
一。
(大
正
、
三
一
、
一
〇
)

と
し

て
種
子
生
現
行
薫
種
子
の
三
法
展
轄

の
因
果
關
係
を
同
時
と
読
く
の
で
あ

る
。

さ
て
因
果
若
し
同
時
な
ら
ば
、
因
は
果
と
同
時

で
あ
り
、
そ
の
果
は
叉
そ
の
衣
の
果
と
同
時
と
な

つ
て
、
総
ゆ
る
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も
の
は
同
在
す
る
こ
と

～
な
り
從

つ
て
識

は

一
類

に
相
績
す
る
も
の
と
し
て
の
そ
の
本
來
の
性
質
と
矛
盾
し
、
或

る

一
刹
那
に
顯
現
さ
れ
た
る
歌
態
の
み
を
永
績
す

る
こ
と

、
も
な

る
で
あ
ら
う
。
從
一つ
て
種
子
と
現
行
と
が
既
に
存
在

す

る
限
り
、
そ
の
中
の

一
が
他
か
ら
生
ぜ
ら
る
、
の
で
な
い
と

い
ふ
こ
と
は
言
を
侯
た
す
、
生
ぜ
ら
る
、
も
の
と
す

れ
ば
、
そ
れ
は
こ
の

一
刹
那

の
こ
と
で
は
あ
り
得
す
、
し
か
も
蕪
習
の
習
と
は
殊
に
繰
返
し
の
意
味
な
る
が
故
に
繰

返
し
は

一
刹
那
に
起
り
得
る
筈
は
な
い
。
畢
覧

一
殺
那
と
し
て
見

る
な
ら
ば
動

に
封
す
る
反
動
抵
抗
と
云
ふ
程

の
意

つ
ご

昧
に
婦
着
し
、
む
し
ろ
因
果
同
時
と
解
す
る
の
は
自
語
撞
着

で
あ
る
と
言
は
れ
得

る
で
あ
ら
う
が
、
併
し
原
因
と
結

果
と

の
關
聯
を
も

つ
て
概
念
上
相
依
關
係
を
爲

せ
る
も
の
と
す
れ
ば
、
・而
し

て
原
因
は
結
果
を
考

ふ
る
限
り

に
於

て

の
意
義
を
有
す
る
も
の
に
し
て
何
等
濁
立
な

る
存
在
を
有
す
る
も

の
に
非
す
と
す
れ
ば
、
導
論
と
も

因
現
有
位
後
果
未
レ生
、
因
是
誰
因
、
果
現
有
時
前
因
已
滅
、
果
是
誰
果
。
(大
正
、
三
一
、
=
一)

と

い
ふ
如
く
、
換
言
す
れ
ば
原
因
が
若

し
先
だ

つ
と
言
ふ
こ
と
で
あ
ら
う
な
ら
ば
、
そ
れ
は
結
果
な
き
原
因
な
る

が
故

に
、
か

、
る
純
輝
に
概
念
的
論
理
的
關
係
よ
り
し

て
因
果
同
時
を
圭
張
し
得

る
に
至
る
と
も
思
は
る
、
。
否
む

し
ろ
佛
陀

の
眞
の
猫
創
は
梨
倶
吹
陀
以
來
の
世
界
観

の
承
述

と
、
そ
の
渾
然
た
る
組
織
立
て
に
あ

る
の
で
は
な
く
、

讐

へ
ば
所
謂
第

一
原
因
の
如

き
豫
想
か
ら
世
界

の
生
成
過
程
を
説
き
下
る
の
と
反
封

に
、
た

ゴ
當
面
の
事
實
を
直
観

し
て
、
畢
覧
苦
の
滅
に
導
く
道
の
聖
諦

へ
の
過
程
を
読
き
上
る
所

に
認
め
ら
れ
ね
ば
な
ら

ぬ
と
思
ふ
。

但
し
こ
の
識
を
詮
明
す
る
に
當

つ
て
は
、
無
始
の
時
よ
り
來
た
念

々
に
生
滅
し
て
前
後
攣
異
し
因
滅
す
れ
ば
果
生

智
と
珊敵
と
の
阻
夙界
弘爾

(
二
三
)
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し

智
と
識
と
の
限
界
論

(
二
四
)

じ
、
常

一
に
非
ざ

る
が
故
に
断
と
謂
び
、
無
始
の
時
よ
り
來
た

一
類
に
相
績
し

て
常

に
間
断
な
く
、
界
と
趣
と
生

と

を
施
設
す
る
本
な

る
が
故
に
常
と
謂
ひ
、
同
時

に
そ
れ
は
ま
た
、
断

に
も
非
す
常

に
も
非
ざ
る
も

の

(導
論
三
、
大
正
、

三
=
一)
で
あ
り
、
非
聯
績
の
聯
綾

で
あ

る
と
な
す
の
で
あ

る
。

既

に
述

べ
た
る
如
く
種
子
生
現
行
蕪
種
子
の
關
係
は
、
意
識
と
意
識
内
容
と
の
相
關

々
係
に
外
な
ら
ぬ
。
從

つ
て

そ
れ
は
縁

つ
て
起

る
こ
と
で
は
な

～
、
し
て
、
縁

つ
て
起

つ
て
ゐ
る
歌
態
72
ひ
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
、
認
識
圭
観

に
依

つ

て
顯
現
さ
れ
た
る
現
象
世
界
の
こ
の
當
面
を
直
観
し
て
、
純
論
理
的
立
場
か
ら
因
果
同
時
と
説
く
も
亦
、
佛
敏

々
理

の
必
然
的
蹄
趣
と
言
ひ
得
よ
う
。
故

に
そ
れ
は
現
行
し

て
居

る
状
態
が
識
以
外
に
存
在
し
能
は
ざ
る
所
以
を
説
く
に

　　

　

外
な
ら
す
し

て
、
物
理
的
因
果
の
時
間
的
説
明
に
解

せ
ら
る
べ
き
も
の
で
は
な

い
で
あ
ら
う
。

一『

恒
随
轄

長
時
に

一
類
相
績

し
て
究
覧
位

に
至
る
。

四
、
性
決
定

殊

に
後
天
的
蕪
脅
に
あ
り
て
は
、
善
、
悪
、
無
記

の
中
、
何
れ
か
の
性

に
決
定
さ
れ

て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。

五
、
待
衆
縁

外
這
飴
部
所
執

の
頓
生
果
説
を
遮
簡
す
。

六
、
引
自
果

110



唯

一
因

一
切
果
を
生
じ
得
す
、

於
け
る
膿

に
約
し

て
い
ふ
。

覧

し
か
も
第
四
、
性
決
定
は
性
質
上
の
決
定
な
れ
ど
も
、
こ
れ
は
色
法
心
法
の
上
に

1口

 

智

と
識

と
の
限
界
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